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 英EU離脱～BREXITについておさらい～
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【正式離脱日まであと1カ月】
欧州連合（EU）からの正式離脱日（2019年3月29日）を直前に控え、現在も英国国内での議論が
続いています。当レポートではBREXITについて改めてご説明します。

【BREXITって何？】
英国のEU離脱（Britain Exit）を意味する造語です。2016年6月23日の
「離脱の是非を問う国民投票」で、離脱派が残留派を上回ったことから、英国
はEUに離脱を表明、正式離脱に向け議論が今も続いています。
【EUを離脱する背景は？】
EU離脱を英国が選択した背景にはEU加盟国であるが故に生じる制約に加え、
分担金の負担、また移民の受け入れ等への不満があったと考えられます。
EUは欧州連合条約（マーストリヒト条約）に基づき形成されている世界最大
の政治・経済統合体です。加盟国内では「人・モノ・資本・サービス」の移動が
自由である一方、様々な制約が課されます。
例えば財政面では財政赤字が対GDP比で3％、債務残高が対GDP比で
60％を超えないよう求められています。また加盟国およびその国民は、EU内独
自の法体系であるEU法に従う必要があります。
EUの予算は加盟国が拠出する「分担金」で賄われており、経済規模が大きい
国ほどその負担は大きくなっています。
分担金に加え、移民の受け入れも英国国民の不満材料となっています。英国
はこれまで他の加盟国からの移民を積極的に受け入れてきましたが、これが英
国国民の「職を奪っている」として強い不満となっている模様です。
これらのことから、英国国民は国民投票で「EU加盟国であるからこそ享受でき
るメリットよりも、一国としての自由度を優先した」と考えられます。
【なぜこんなに交渉が難航しているの？】
交渉が難航している最大の要因は「アイルランドとの国境問題」です。
過去には英国統治を望むプロテスタント系と、アイルランド併合を望むカトリック
系の武力闘争「北アイルランド紛争」がありました。現在は英国、アイルランド共
にEU加盟国であり、両国間に厳格な国境管理の必要はありませんが、英国
が離脱した後の対応が焦点となっています。
EUと英国政府は、英国-アイルランド間の厳格な国境管理を回避するため、
英国がEUと新たな通商協定を締結できるまでEU関税同盟に留まることや、
英領北アイルランドは他の英国地域よりもEUの基準に厳格に従うこと等のいわ
ゆる「バックストップ条項」を盛り込んだ離脱協定案で合意しています。
しかし、英国議会はこれを「関税同盟への残留が⻑期化することも想定される
⽟⾍⾊の内容」であるとして否決、英国内で政府と議会の膠着状態が続いて
います。
英国議会と政府の溝は未だ埋まっておらず、今後もギリギリの状態での議論が
続くものと予想されます。

【2016年6月23日の国民投票の結果】

離脱派
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【ご参考：英国とアイルランドの位置関係】
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